
２ ０ １ ２ 年 度  公 益 社 団 法 人  乙 訓 青 年 会 議 所  委 員 長 方 針  

公 益 総 務 委 員 会  委 員 長  山 﨑  春 樹  

 

 乙 訓 青 年 会 議 所 は 、 昨 年 度 公 益 社 団 法 人 格 を 取 得 し 、 実 質 的 初 年 度 を 迎 え ま

す 。 １ ９ ７ ９ 年 設 立 時 に 掲 げ た 乙 訓 地 域 の 明 る い 豊 か な 社 会 の 実 現 に 向 け て の

理 念 は 、 ３ ３ 年 目 を 迎 え て も 何 ら 変 わ る 事 は あ り ま せ ん 。 し か し 名 実 共 に 公 益

団 体 と な る 本 年 度 は 、 乙 訓 地 域 の 負 託 と 信 頼 に 応 え る べ く 、 よ り 公 益 性 の あ る

団 体 へ と 進 化 し 、次 年 度 以 降 へ 伝 承 し て い く 事 が 我 々 の 使 命 で あ る と 考 え ま す 。 

掲 げ る 理 念 を 継 承 し 、 使 命 を 全 う す る 為 に は 、 土 台 が 強 固 な も の で な け れ ば

な り ま せ ん 。 公 益 総 務 委 員 会 の 担 い は 、 各 委 員 会 と の 連 携 を 図 り 、 情 報 を 正 確

に 交 わ し 、円 滑 な 組 織 運 営 が 行 え る よ う 、縁 の 下 の 力 持 ち と な る 事 で あ り ま す 。

乙 訓 地 域 、 乙 訓 青 年 会 議 所 の 更 な る 活 性 化 の 為 、 そ し て 次 代 へ の 伝 承 者 と な る

べ く 活 動 致 し ま す 。  

公 益 社 団 法 人 と し て 乙 訓 地 域 に 開 か れ た 事 業 を 開 催 す る 為 に は 、 継 承 し て き

た 理 念 に 加 え 公 益 法 人 制 度 に 則 っ た 公 益 性 の 真 意 を 改 め て 理 解 し 、 活 動 に 繋 げ

る 必 要 が あ り ま す 。 組 織 運 営 を 確 立 す る 為 、 事 業 の 立 案 か ら 目 的 、 内 容 を 明 確

に す る 手 法 の 部 分 に お い て 指 南 役 と し て 活 動 致 し ま す 。 会 議 運 営 に お い て 厳 正

な る 審 査 を 行 う べ く 、 議 案 書 フ ォ ー ム 内 に 事 業 内 容 、 公 益 性 に 関 す る 項 目 が 細

分 化 さ れ た チ ェ ッ ク 機 能 を 確 立 さ せ 、 よ り 精 度 の 高 い 議 論 が 交 わ さ れ る 事 を 目

指 し ま す 。ま た 、各 委 員 会 と の 連 携 を 図 り 、立 案 さ れ た 計 画 が 明 確 に な る よ う 、

十 分 に 議 論 を 行 い 、 事 業 が 目 的 通 り 開 催 さ れ る よ う 備 え ま す 。 そ し て 、 主 務 官

庁 で あ る 京 都 府 と の 連 携 も 密 に 取 り 、 乙 訓 青 年 会 議 所 の 事 業 計 画 、 報 告 を 遅 滞

な く 行 い ま す 。 新 た な 一 年 の ス タ ー ト に 備 え 、 Ｌ Ｏ Ｍ 運 営 マ ニ ュ ア ル 、 電 子 化

さ れ た 会 員 名 簿 及 び 基 本 資 料 の 作 成 を 行 い 、 乙 訓 青 年 会 議 所 の 管 理 運 営 に 備 え

ま す 。 理 事 長 よ り 一 年 間 の 活 動 方 針 に つ い て ご 講 演 頂 き 、 円 滑 な 運 営 を 目 指 す

為 、 役 員 の 心 得 と し て 各 役 職 の 責 任 と 役 割 を ご 理 解 頂 く 事 を 目 的 と し た 役 員 セ

ミ ナ ー に 始 ま り 、 各 種 会 議 運 営 、 事 業 褒 賞 の 申 請 業 務 に 努 め ま す 。 そ し て 、 年

度 末 に は 一 年 間 の 集 大 成 と し て 、 理 事 長 に 各 委 員 会 活 動 を 振 り 返 っ て 頂 き 、 顕

著 な 活 動 を 行 っ た メ ン バ ー の 功 績 を 称 え 、 次 年 度 へ の 架 け 渡 し と な る １ ２ 月 例

会 を 開 催 致 し ま す 。 ま た 、 Ｊ Ｃ 伝 承 委 員 会 と 連 携 し 一 人 で も 多 く の 仲 間 が 出 来

る よ う 会 員 拡 大 活 動 に 取 り 組 み 、 ま ち づ く り 事 業 や 青 少 年 育 成 事 業 に も 委 員 会

メ ン バ ー 一 同 率 先 し て 事 業 に 参 加 致 し ま す 。  

 私 は 青 年 会 議 所 で 多 く の 事 を 学 ん で き ま し た 。 そ の 中 で 、 裏 方 と し て 会 議 運

営 、 事 業 実 施 に 携 わ っ た 経 験 よ り 、 仲 間 の 為 に 役 立 つ 事 を 喜 び と 感 じ る 事 が 出

来 ま し た 。 こ れ は 私 に と っ て 大 き な 財 産 で あ り ま す 。 委 員 会 メ ン バ ー に は 委 員

会 活 動 を 通 じ て 、 こ の 思 い を 一 年 間 共 有 し て 頂 き 、 乙 訓 青 年 会 議 所 の 次 代 を 担

う 伝 承 者 へ と 大 き く 成 長 し て 頂 き た い 。 そ の 為 に 、 私 は 委 員 長 と し て の 背 中 を

見 せ 、 妥 協 す る 事 無 く 「 楽 志 伝 承 」 の 精 神 の も と 、 組 織 の 中 枢 を 担 う 事 に 誇 り

と 責 任 感 を 持 っ て 活 動 し て 参 り ま す 。  


